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　安倍政権が発足してから1年が経ちました。日本経済再生を目指す安倍内閣の経済政策
「アベノミクス」の第１・第2の矢である公共事業・金融緩和においては、順調にその効果が現
れてきています。そして次の第3の矢として注目されているのが民間投資を喚起する成長戦
略ですが、ここでのキーワードのひとつは「チャレンジ」だと思います。民間企業が世界で戦う
ステージにチャレンジする、日本の企業の底力、真価が問われるのだと思います。
　どんな政策においても、大切なのはその効果と実感です。滋賀県でも山積する課題に向け
た対策として様々な取り組みが行われています。公共事業の執行や、観光振興も重要な取り
組みの一つです。11月定例議会においてこの2つの事案について質問を行いました。特に観
光振興については、滋賀県の認知度を高めるために柔軟な発想による斬新な取り組みへの
「チャレンジ」が必要だと思います。県民が効果を「実感」できる施策を期待します。

＜知事の回答＞
　部局の横の連携として既に県庁内に「観光施策推進本部」をつくってお
り、指針策定の議論や意見の反映を行うとともに全ての部局に観光的発想
の意識付けを指示しています。

観光振興の新しい指針を策定する準備をされていますが、現在
の指針が策定されてから5年が経過し、旅行者は大幅に減少し

旅行形態も変化しています。目標達成状況も「観光入込客数」・「宿泊
者数」など全てにおいて達成できていません。今一度滋賀の観光振
興の指針を根本から見直す必要があるのではと思います。

滋賀の認知度を高めるために何をするのか！

観光は非常に裾野の広い産業ですが、農業も林業も、製造業
も、文化振興もまちづくりも、地域を支える根幹には全ての領

域で「観光が存在している」と思います。滋賀の認知度を高めるには、
商工観光労働部だけでなく、指針策定の段階で、全ての部局にも関
係するという意識付けから始めてはどうかと思いますが、組織のあり
方、体制を含めて知事の考えを伺います。

これは、公務員的発想では出ないと思いますが、例えば京都観
光をうまく利用した「ついでに滋賀へキャンペーン」というあえ

て控えめな手法もありだと思います。一見ばかばかしいような発想で
すが、このような柔軟な考え方がこれからは必要なのだと思います。

＜知事の回答＞
　742橋全てについて5年毎に点検し、緊急に対応べき箇所が確認されれ
ば迅速に対応することとしています。そして橋の下など見えにくい所は写真
を使うなどして、見える化しながら完了を公表していき、また一方で計画的
な修繕計画を公表することが必要だと考えています。

25年度は、国の大型補正予算により、特に道路予算では十分な
事業費を確保との説明を受けています。整備が遅れている滋賀

県の社会資本整備の促進や、低迷する県内建設業界が活力を取り戻
す絶好の好機であり、予算化された事業が早期に執行され、効果が
目に見えて現れることが何より大切だと言い続けてきました。

効果の見える事業の早期執行を望みます！

　河川も道路も、まだまだ土木予算は必要です。特に心配なの
が橋梁の改修です。県管理の15メートル以上の橋は742橋あ

り、そのうち現在建設後50年が経過している橋が61橋（8％）あり、
20年後には361橋（49％）となります。県が進める橋梁長寿命化計画
では、今後10年間で203橋の修繕をしていくということですが、県民
に安心だと思ってもらうためにどのように進めていくのか伺います。

県民が安心できるよう説明を求めます！

滋賀県「観光交流」振興指針について 土木関係の公共事業の執行と今後の課題について

大切なのはチャレンジと実感！大切なのはチャレンジと実感！
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平成26年度リニューアル
が期待される
滋賀県立琵琶湖博物館

平成25年12月26日より
無料開放された近江大橋
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